物理学プレゼンテーション実践（第一・第二・第三）申請書（１つ選ぶ）　（様式１）
（提出については末尾の注意事項を参照のこと）
	学籍番号
	
	氏名
	

	e-mail address
	
	既修得の単位
	第一・第二・第三

	発表題目
	(口頭・ポスター)

	発表日時
	
	発表時間・言語
	

	学会・研究会名
	

	開催期間・開催地
	

	プログラムURL
	(会議プログラムURLが非公開の場合は印刷したものを添付すること)

	リハーサル予定

(日時・参加者等)
	

	発表内容の概要

(日本語で)
	

	発表のAbstract（外国語で）：


	物理学リーダーシップに対する旅費補助の申請の有無
　（記入にあたっては指導教員と相談すること）
	有 ・ 無　（該当するものに○）


	以下は、旅費補助の申請を「有」とした場合のみ記入してください。

	金額内訳:
(必要に応じ詳細を説明する。確定していない場合は予定額でよい。
ページ数が増えてもよい)
	航空運賃
	円

	
	国内旅費
	円

	
	宿泊費
	円

	
	日当
	円

	
	参加費
	円

	
	その他
	円

	
	合計(=A1+A2)
	円

	
	(A1)うち運営費交付金以外での支出分
	円

	
	(A2)うち運営費交付金での支出分
= 旅費補助希望金額
	円

	
派遣費用に含めることができる項目
　 ・航空運賃 　　　　　 ・国内旅費　　　　　  ・宿泊費 　
　 ・国際会議参加費（バンケット、エクスカーション料金は除く） 

　 ・予防接種代          ・日当（派遣地域によって異なる）※移動日除く 　
　 ・ビザ取得経費   　　 ・その他、妥当と認められる経費 


派遣費用に含めることができない項目
　 ・支度金 　　　　　　　 ・パスポート取得に関わる経費


　　　　　　　　　　　物理学プレゼンテーション実践申請書　　　（様式２）

注意事項：
· 発表の2週間前までに原本を本館２階事務室に提出し、メール送信もすること。（受領メールは出していません。）メール送信がないと成績がつきませんので、書面とメール両方忘れずに提出のこと。メール提出先：leadership-presentation@phys.titech.ac.jp
件名を“[リーダーシップ] 物理学プレゼンテーション実践申請” とし、指導教員の許
可を得ていることを示すため、指導教員にもCCすること
· 補助の申請を「有」とした場合、旅費計算書（旅費入力者もしくは指導教員に確認）を添付すること。旅費計算書がない場合は、航空運賃については金額を示す書類（e-チケット控え、領収書の写し等）を添付すること。
· 特に黄緑色で色付けした欄に漏れがないように注意すること。
